
Lysis Buffer と Proteinase K をもちいた DNA 抽出法 

 

１．道具・試薬 

Lysis buffer（100μL)、Proteinase K(1μL)、1×TE buffer、マイクロチューブ（0.2mL）、マイクロピペット、
滅菌したハサミ⼩反剪⼑両鋭、滅菌したピンセット、サーマルサイクラー 

 

２．手順 

① Lysis buffer（100μL）と Proteinase K(1μL)を混ぜて反応液を作る（1 サンプル分） 
② サンプルを滅菌したハサミで 2 ㎜程度に切り取り、99.5%エタノールで洗浄し余分なエタノールはペー

パータオルで軽く拭き取った。 
③ 洗浄した⾁⽚は反応液を⼊れたマイクロチューブに⼊れた。 
④ 滅菌したハサミでマイクロチューブ内の⾁⽚が 0.1 ㎜程度になるまで細断した。 
⑤ マイクロチューブをサーマルサイクラーを⽤いて 60℃15 分、98℃でインキュベートし、その後、室温に

戻した。 
⑥ マイクロチューブを卓上遠⼼分離機に５分間（3000rpm）かけ、残った⾁⽚固形物を沈殿させた。 
⑦ 新しいマイクロチューブを⽤意し、1×TE buffer999μl と、⑥の上澄 1μl を⼊れた出来上がったものを

PCR 反応の鋳型 DNA とした。なお、鋳型 DNA の保存は、冷凍で保存した。なお、1×TE buffer によ
るサンプル上澄み液の希釈率は、サンプルの不純物が多いほど希釈率を上げると良い。 


